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ロケット観測協力会の成立

下村潤二朗

　秋田県に観測ロケット実験場を定めてから満2年が過

ぎた．現在は，施設も一応ととのっていつでも実験員が

行きさえすれば実験が行えるようになっている．しかし

実験をたやすく行うというのは，施設がそこにあるから

というだけではできない．実験の背景になる直接間接の

協力がなければ成立たないのである．海上や実験場の警

戒のこと，気象のこと，漁業や地元民のこと，電力・電

話のこと，輸送や宿舎のこと，そして実験を理解しても

らうことなど考えればどれひとつが欠けても実験は立往

生してしまうのである．いわば施設は2次元的な存在で，

これにいま述べたよ5な諸要素が加わった3次元的な環

境が与えられなければ，実験は満足にできないといえる

のである．

　1955年7月，文部省が先達となり，東大も熱心に懇請

したかいあって秋田ロケット実験場は作られた．しかし

この懇請を受入れてくれた小畑秋田県知事，当時総務部

長の小島政見氏等の好意と尽力がなかったらこれも成立

しなかったはずである．1957年7月IGYが開始される

のを機に過去2年の実質的な協力を土台に，人と規約と

を整えて協力会が組織化された．7月23日，秋田クラ

ブホールでの打合会席上，県庁代表の小島さんは，秋田

で初めてロケット実施連絡協議会が開かれた時，この話

はあったので，その後これを組織化しなかったのは，私

の怠慢と存じていると，労わりのある言葉でこの会をリ1

一ドされた．さて秋田ではたびたび実験主任を勤めた糸

川教授は，この会の成立を喜んで実験班側として協力を

得たい事柄を8つ程申出たところ幸い出席者に取上げら

れた．その事柄とは，次の通りである．

　1）警備打合せ会議の招集，会場，司会のこと

　2）　PRのこと，県民に対する科学の認識，実験の理

　　解
345678

宿舎の斡旋

輸送，運搬，交通のこと

物資の調達，電力，電話のこと

漁業組合，地元との調整

諸通知，通報事項

Information　o岱ceとしての事務

　7月29日，県正庁において小畑知事司会の下に，「秋

田県国際地球観測年ロケット観測協力会」結成式は挙行

された．25年に一度めぐってくるIGYの重要観測方法

の一つロケット観測が奇しくも，秋田県で完うされよう

とするのも何かのご縁と感ずる次第で，実験班は，協力

会会員の好意に報いるべくよりよい実験を完うしようと

念じておる次第である．

　なお，協力会の会則，会員名簿および結成式当日に寄

せられた＝二つの祝辞と，一つの祝電を末尾に採録してお

く．

秋田県国際地球観測年ロケット観測協力会会則

（名称）

第1条　本会は，秋田県国際地球観測年ロケット観測協

　力会と称する．

（事務所）

第2条　本会の事務所を秋田市土手長町中丁1番地秋田

　県庁内に置く．

（目的）

第3条　本会は国際地球観測年のロケット観測及びこれ

　に関連した実験が円滑に行われるために，関係諸機関

　が連絡協調し協力することを目的とする．

（組織）

第5条　本会は，ロケット実験に関係ある諸官公署，団

　体，会社等の代表者及び関係職員をもって組織する・

　本会に会長及び副会長を置き，会長には秋田県知事を

　もってあて，副会長は会長が指名する．

　会長は，協力会を代表し会務を総理する．副会長は，

　会長事故あるときその職務を代理する．

（会議）

第5条　第3条の目的を達するため，連絡会議を置き，

　必要のつど会長がこれを招集する．

（理事会）

第6条　本会の円滑な運営を計るため理事若干名で組織

　する理事会を置き，必要のつど，会長がこれを招集す

　る，

　理事は，会員の中から会長が指名する．

　（雑則）

第7条　前各条に定める外，本会の運営に関し，必要な

　事項は会長がそのつど定める．

秋田県ロケ・ソト観測協力会名簿

（119頁下段へつづく）
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第7図KAPPA皿型3号・機発射当日（32－7－26）
　　　　P．m．9．00

　　　　　　　花火上げ

21時33分：気温23°C

22時30分：全員宿舎に引き揚げる．

実験終了

束

　tTrAPP4　M”2t　3号概

発射当日‘32－7－26｝P．m．　go，ク

　　　　　　　　　　一⊥20　　　fO　　　　O　　　　10　　　20　　　30　　　40『　　50

索風（アη／5・）　　　　　　　　面風ぐアη／s）

　　　　　　第　8　図

も大差の無いものである．

　なお記録を取るにあたってお世話になった方々，およ

び秋田測候所の方々に深謝の念を捧げる次第である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1957．10．5）

　　　　　499

　以上で3回にわ

たるカッパ皿型お

よび皿型の実験記

録を終る．’最後に

発射当日の高度に

対する風向風速の

資料を一纒めにし

て載せて置く．実

際の発射時間との

間に若干の相違は

あるが，これで発

射時の状況は推測

でき，また実際に

（123ページよりつづく）

会長秋田県知事
副会長　秋田県副知事

　　秋田県議会議長

　　秋田市交通局長

　　秋田鉄道管理局長

秋田鉄道管理局保線課長

本荘保線区長

秋田海上保安部警備救難課長

秋田電気通信部長

秋田県警察本部長

本荘警察署長

東北電力秋田支店長

岩城町長

県電気事業管理者

県総務部長

県総務部総務課長

県農林部水産課長

県土木部計画監理課長

魁新報社長

秋田放送局長

毎日新聞秋田支局長

日本経済新聞秋田支局長

　　時事新聞秋田支局長

　　共同通信秋田支局長

理　事

　　県議会議長

　　秋田市長

　　県警察本部長

　　秋田電気通信部長

　　県総務部長

秋田市長

秋田大学学長

秋田鉄道管理局施設部長

　　秋田駅長

秋田海上保安部長

　　　　　秋田地方気象台長

本荘電報電話局長

秋田県警察本部警備部長

本荘警察署外勤係長

東北電力本荘営業所長

県町村会長

県教育長

県立中央病院長

県農林部林務課長

県産業労働部鉱務課長

　県漁業協同組合連合会長

ラジオ東北社長

朝日新聞秋田支局長

読売新聞秋田支局長

　産業経済新聞秋田支局長

河北新聞秋田支局長

日本交通公社秋田案内所長

秋田大学学長

秋田海上保安部長

秋田鉄道管理局長

県町村会長

岩城町長

　　　　　　　　　　　　　祝　辞

　本日秋田県国際地球観測年ロケット観測協力会発会式が開催されるにあ
たり一言御挨拶を申したいと存じます．
　本年七月から開始された第三回国際地球観測年事業は過去二回行われた
極年観測に比レて規模内容ともに著るしく拡張され現代科学のあらゆる可
能な方法を駆使して，われわれの住んでいる地球とその環境を究明しょう

とする一大国際協同事業であbます．　　　　　　　　　　　　　　一
　今回の国際地球観測年においては特に南極地域の観測とならんで観測用
ロケットを使用して大気上層の地球物理学的諸現象を直接観測することが
要請され，わが国においてもこのロケッF観測に参加することになり御承
知のとおり一昨年以来秋田県道川海鼠こおいて各種の実験を行ってQ’るの
であります，この問，秋田県の県民各位並びに関係諸機関におかれまして
は一方なら訟御支援をたまわりその御協力により準備実験を支障なく行い
得ましたことは，まことに戚謝に堪λなセ’ところでありまゑ
　いよいよ来る八月から我が国における唯一一のロケヅト観測地として選定
され国際的にも日本のロケット観測地として登録されているこの道川の観

測地において観測用ロケットによるオ「観測が開始されることになりまし

た・

　このときにあ7りまして秋田県が本事業に対する従来の協力体制をさら
に強化せられ，本日本協力会の結成をみましたことは・まことにきん快に
堪えないところであり9．して皆様がたの御厚意に深く御礼申しあげるとと

もに本事業遂行のため，この上とも暖い御支援をたまわりますようお願い

申上げる次第であります・
　本目発会式の挙行されるにあたり本協力会の御発展と御活躍をお祈りい

たし，わたくしの御挨拶といたします．

　　昭和三十二年七月二十九日
　　　　　　　　　　　　　　　丈部大臣　　松　　永　　　　東

た懇、巖騨累躁墜鰹響缶棊筋、辮灘総ii雑砦鶉萱
ろであります．
　日本学術会議におきましては本年七月から明年十二月まで一年半にわた

難難灘灘灘難難i灘

灘灘灘灘藏響該醗
＿屡論難縫難鍵観辮穫毅議羅醗饗鴇％含讐
セ・ます．

　　昭和三十ご年七月ご十九日
　　　　　　　　　　　日本学術会議会長　　茅　　　　誠　　司

　　　　　　　　　　　　　祝　電
　騨用。ケ。僕験につk・ては・従来貴県各位の絶大なご協力をいただ

瓢謝に燃ません29日，秋田県・ケ・噸測協力会齢成されま袖・
今後のご支援を切にお願U’しまt・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学総長　矢内原忠雄
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